























人 の 性 格 要 因 を 取 り 入 れ たAnderson & 
Anderson（1998） やAnderson, Anderson, Dill 
& Deuser（1998）による一般的情動攻撃モデ
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フラストレーション場面における自己愛と言語表出の関係

















　Caprara, Renzi, Alcini, D’Imperio & Travaglia 
（1983）とCaprara, Cinanni, D’Imperio, Passerini, 
Renzi & Travaglia（1985）は攻撃性と関連が深
































aggression） と 反 応 的 攻 撃（reactive 
aggression）の２つに大別されている（Dodge, 
1991;Dodge & Coie, 1987）。能動的攻撃は社
会的機能説を背景に持つのに対し（Bandura, 
1973 ;Pa t te r son ,  1982 ;Per ry,  Per ry  & 
Rasmussen, 1986）、反応的攻撃は欲求不満仮
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